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　本書ではPythonを使ったマテリアルズインフォマティ
クスの手法として、物質科学に関するデータ（特に無機
物質）を主に扱い、データ解析学の基礎から非等長説明
変数を用いるアルゴリズムまでをまとめています。
　物質科学の世界では物質ごとに収集できる変数の数が
異なる（非等長説明変数）場合が多く、実践でも苦労す
ることを考慮して対応策を詳述。改訂にあたっては
「ChatGPT」を使ったPythonコード作成の補助、データ
解析の構築方法などを各章に取り入れることで、Python
を扱ったことがない初学者にとっても挑戦しやすい内容
になっています。
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